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１．概要（Summary） 
 単層カーボンナノチューブ(CNT)は優れた特性を持ち、

様々な分野への応用が期待されている。しかし、通常は

半導体 CNT と金属 CNT といった異なる構造を持つ

CNT が同時に合成されるため、デバイスへ応用するため

には、合成後に分離・除去処理が必要となるが、不純物

の混入や欠陥の導入を伴う．従って，合成段階での CNT
の構造制御が求められている。本研究では、基板に並ん

だ、水平配向している CNT から開放端を持つ CNT を作

成し、端部から CNT を再成長させるクローニング合成を

行うことで CNT の構造制御を目指した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
光リソグラフィ装置 MA-6 
クリーンドラフト潤沢超純水付 
 
【実験方法】 

過去に当研究室メンバーにより電子線描画装置、自動

現像装置群を用いて加工された武田 CR 共用のフォトマ

スクを複数使用している。 
水晶基板上にフォトリソグラフィ(武田 CR)と真空蒸着

(自前)によって金属触媒をパターニングし、化学気相成長

法によって水平配向した CNT を合成した。さらに、合成し

た水平配向 CNT をフォトリソグラフィ(武田 CR)と酸素プラ

ズマ(武田CR)によってエッチング、開放端CNT を作成し

た。その後、作成した開放端 CNT をテンプレートとして、

化学気相成長法によって開放端 CNT の端部から CNT
を再成長させた。 

 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 化学気相成長法によるクローニング合成の前後での開

放端 CNT の端部の SEM 画像(自前)を Fig. 1 に示す。

クローニング合成によってテンプレート CNT から CNT が

再成長したことが確認できる。 
今後、ラマン分光法や AFM による、より詳細な分析を

行う予定である。 

 
Fig. 1 SEM images of CNTs before (left) and after 
(right) cloning growth. 
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